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|今獣蒜忌辮灘絢
ン、ケーン”というキジのかん高い鳴き声、ほととぎすの
けだか”という鳴き声が、新緑の野山にこだましています。

＜5月 3 日憲法言己念日＞

○
一
昨
年
は
５
月
３
日
憲
法
龍
念
日
に
、
昨
年
は
６
月
に
、
今
年
も
５
月

３
日
に
、
南
相
馬
市
内
の
全
新
聞
（
『
福
島
民
報
』
『
福
島
民
友
』
『
毎
日

新
聞
』
『
朝
日
新
聞
』
『
銃
売
新
聞
』
）
約
一
五
、
０
０
０
部
に
、
『
憲
法
９

条
を
守
り
、
集
団
的
自
衛
権
容
認
に
反
対
』
の
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
ま
し

た
。
○
チ
ラ
シ
は
Ｂ
４
版
で
す
が
、
縮
小
コ
ピ
ー
で
掲
戦
し
ま
し
た
。

今年の新聞折&I込み千ラシ ご覧に移LIきしたか
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第
二
章
轆
舞
の
瀧
雲

篇
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
、
鞄
力
・
交
戦
権
の
否
麗
〕

一
日
本
国
民
は
、
疋
義
と
秩
牒
逓
挫
劇
と
す
る
鰊
醗
轆
秘
を
識
塞
に
諦
燕
し
、
一

膳
岨
人
こ
ぐ
ぬ
ん

け
い
ｖ

ｂ
少
上
山

き
り
種
も

鬮樋の発動たる戦争と、武力による鯉啄寒燧癖嘩の続睡は、蹴麟一
こ
つ
甜
凡

哩
弔
ど
ぅ

凶
牟
寺
や

ぶ
り
▲
も

識
鋼
を
黙
鯉
す
る
識
賑
と
し
て
は
、
溌
蝿
に
こ
れ
を
蚊
梨
す
る
。

②
航
現
の
目
的
を
連
す
る
た
め
、
陛
減
蕊
醗
そ
の
他
臥
孵
が
ぱ
、
こ
れ
を
僻
一

懐
ん
こ
ぅ

ｃ
ｆ
言
官

月
額

緋
し
な
い
。
燦
の
蕊
職
榧
は
、
こ
れ
程
認
め
な
い
。

一
罪
営

蒙譲蕊譲譲蕊議駕撫
■この『憲法9
の戦死者も出

■戦争放棄をう
薦されていま

■憲法前文にこう書かれています。磁府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないよう｜
にすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する｡」と。

■時の政府が戦争を画策する時、それを止めることができるのは、i憲法9条j、そしてあなた自身
の意思表示なのです。

■武力で平和は獲得できません。外交努力により問題を解決する時代です。

こ
れ
を
錘
め
な
い
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世界は憲法9条をえらび始雌世界は憲法9条をえらび始雌
あなたは9条を変えて戦争に行きますか？

’一一一一一ばら窪ち九薬の会
『‘鍾謬窯.． 】 §

あなたは9条を変えて戦争に行きますか？
一一一一一ばらまち九薬の会
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■戦争放棄の『憲法第9条｣を渡って､子どもや孫たちのために｢戦争をしない国･日本｣をめざし､主難・
思想・宗教・支持政党をこえた全く自由な市民の会です。会員は437名。年会擬千円。

■どなたでも入会でき、拘束もありません。

■「九条の会」は2004年に大江健三餡、井上ひさし、澤地久枝、奥平康弘氏ら9名の確法9条を守
ろう」の呼びかけで生まれ、全国では機々な分野の人々が7,500ものグループを作り、福島県でも
100以上の団体が活動中です。
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睡壁亟垂ﾖ函璽でご覧ください。 mも医員呵 吋

●
あ
る
会
員
さ
ん
か
ら
「
チ
ラ
シ
を
熱
い
思
い
で
見
ま
し
た
。
分
か

り
や
す
い
文
面
で
す
。
」
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
●
相
馬
九
条
の
会
さ
ん
か
ら
も
、
「
使

わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
増
刷
し
活
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
●
五
月
二
三
日
、
山
形
市
で
開
催
の
「
東
北
九
条
の

会
」
で
も
、
約
二
百
枚
を
配
布
し
ま
す
。
今
こ
そ
活
動
の
時
で
す
！
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⑧自国 閣

議鍵議…閲 に対
が直
もかトー一旦 9

…

④謹蕊 繍震と。
鱈＃ する権利孑姪･座翻弄．

自国は乖州紅塔いけﾋ.緋かう°

〔
自、が派灼*た“､唯f”c

Eﾆジ E二弧〈

、集団的自衛権とは？、個別的自衛権とは？

▲明日の自由を守る若手弁謹士の会粥行『2分雷分かる集団的自衛I櫓A" Zjより（貯膳済み）

条』\狗嬢驫局れ、自衛隊が国 g&l、やがて園 て徴兵制に秒"、足し『0

汰紙 のお子さんやお孫さんが ｢集団的自衡権」､擾穆だ

鯛 行くごとに移ったら…･”まﾒ叩

\j-働蝋束や､六挺害対策を僻I すべきです。

九条は局きち
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事故ぢど､_どんどん発信しきしょう’|憲法
霊“く

原発 故● ●

偏臺侭 、

■東日本大震災からもう4年2ヶ月。■被災の福島県民は、憲法で保障されているはずの人権も蔑ろ

にされたままです。とにかく私たちにできることは、さまざまな方法で「発信」すること、全国や世

界に向け「声」を出し続けることが大事です。■お三方とも「はらまち九条の会」会員ですが、『福島

民報』に連載の朝倉悠三さんの「震災絵日記｣、二上英朗さんと石田寅二さん（事務局）の投書を
コピーします。朝倉さんは、本会の「鳩の少女のシンボルシール」もデザインされています。
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DO 一

被
災
地
の
感
情

改
憲
論
逆
な
で

郡
山
市
。
石
田

璽
一

（
無
職
砲
）

南
相
馬
市
か
ら
先
月
、
郡

山
市
に
移
っ
た
。
昨
今
の
改

憲
議
論
は
、
被
災
地
の
住
民

感
情
を
逆
な
で
す
る
も
の
に

感
じ
て
き
た
。
超
党
派
で
九

条
を
変
え
よ
う
と
す
る
あ
ま

り
、
他
の
条
文
ま
で
も
軽
視

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

’

小
高
の
学
者
草
稿

る
。
憲
法
は
人
類
史
上
、
類

憲
法
本
県
吻
陸
噛
り

いまれな七十年間もの平
福
島
市
。
一
王
英
朗

和
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
だ
。

（
南
相
馬
市
歴
史
専
門
調
査

政
治
的
に
弾
圧
さ
れ
た
安

員
腿
）

蔵
は
大
学
の
教
職
の
道
を
閉

日
本
国
憲
法
は
本
県
産
で
ざ
さ
れ
、
生
計
の
資
が
絶
疋

あ
る
。
南
相
馬
市
（
旧
小
高
れ
だ
。
貧
困
を
、
郷
里
か
三

町
）
生
ま
れ
で
相
馬
中
学
出
仕
送
り
し
て
助
け
支
え
た
の

身
の
憲
法
学
者
鈴
木
安
蔵
は
、
実
家
の
姉
の
鈴
木
瑛
（
て

が
、
民
間
憲
法
研
究
会
の
代

る
）
さ
ん
だ
っ
た
。

表
で
草
稿
を
書
い
た
。
そ
れ

私
が
進
学
し
上
京
し
て
古

《
を
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ

書
店
で
求
め
た
昭
和
十
年
代

Ｈ
Ｑ
）
翌
感
し
採
用
し
て
あ
安
蔵
望
犀
は
、
伏
せ
字

一
発
布
施
行
し
た
と
い
わ
れ

だ
ら
け
の
検
閲
本
で
、
自
由

I

口

「
被
災
地
支
援
憲
法
の
で
私
た
ち
が
守
ら
れ
て
い
な

県
民
の
犠
牲
が
、
正
し
く

精
神
か
み
し
め
よ
」
と
い
う
い
ご
と
を
、
論
説
は
指
摘
し

憲
法
が
息
づ
く
国
の
再
建
へ
．

論
説
に
、
こ
れ
ま
で
の
諺
積
て
い
る
。

の
き
っ
か
け
に
な
る
な
ら
、

（
う
っ
せ
き
）
し
た
も
の
が

国
民
を
守
る
こ
と
が
、
憲
辛
抱
も
で
き
る
だ
ろ
う
ｏ

流
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
．
．
“
１
１

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
外
に

誓
う
中

す
投

よ
文
法
で

事
故
に
伴
う
避
難
生
活
を
思
呂
を
向
け
た
改
憲
論
議
は
拙

の
め
の
憲
容

な
学
問
が
禁
止
さ
れ
た
時
代

の
苦
悩
に
、
懐
然
（
り
つ
ぜ

ん
）
と
し
た
記
憶
が
強
い
。

戦
後
の
新
憲
法
制
定
の
経

緯
と
安
蔵
の
生
涯
が
主
題
の

伝
記
映
画
「
日
本
の
青
空
」

に
き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
た

の
を
見
た
時
、
高
校
時
代
に

歌
人
で
俳
人
だ
っ
た
瑛
さ
ん

に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
私
は

感
激
し
た
。
誇
り
を
持
っ
て
、

敬
意
を
持
っ
て
安
蔵
の
偉
業

を
た
た
え
る
。

▲＜左＞二上さんの投書は5月8日『福島民報』に
は5月9日の同紙に掲戦されたものです。
○二上さんは、現憲法の間接的起草者と言われる鈴木安i
とするもので、空虚な「押しつけ憲法論」ヘの反論です，
の「論説」とは、5月2日『福島民報』のもので「国は：
13条の幸福追求権や、25条の生存権の精神を忘れる ’
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粛々…なんて雲うと立派に閏こえるもんだねエ


